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１．はじめに 
2007 年、食品に関する問題が多く生じた 1)。
この問題の一つに賞味期限の切れた商品を小売
してしまうというものが存在した。その結果、
小売店での品質管理に対する対策が強化されて
いる。そのために、賞味期限を管理するシステ
ムが必要とされるが、現状では、商品コードと
個数までしか把握できないため、そのような管
理システムは存在しない 2)。そのため、商品の
賞味期限の管理を人手をかけて行っている。そ
こで、人手を省くために賞味（消費）期限を管
理できるシステムを構築することが必要である。
現在の品質管理は、人間がすべて目で確かめる
ため、多大な時間と人件費、ミスが起きる。こ
れらを減らす為にも、品質管理が出来るシステ
ムが必要となる。 
本稿では、販売期限を管理する方法として、
商品と販売期限を一度に扱う事が出来る、バー
コードによる管理システムを提案する。着目す
るバーコードは EAN-128 であり、固定した情
報を表現するのではなく、使用者側が必要な情
報を選んで使用できる利点がある。また、バー
コードを扱う利点として IC チップを用いる方
法に対してコストも低減可能である。 
本稿では、EAN－128 を用いたバーコードシ
ステムを用いて、納入、在庫管理、売上に関す
るシステムの実証実験を行い、その可能性と有
効性について確認を行う。 
 
2 ．従来法と問題点 
現在のシステムでは、商品の発注を事前に行
い、その個数が納入され、社員が商品陳列し、
その後、商品が売られていく。商品が POS（レ
ジスタ）を通ることにより、売られた個数がカ
ウントされデータが送られてくるので、商品の
在庫だけを確かめる事が出来る。その後、在庫
を確認することで、売切れてしまいそうな商品
を発注し、同じサイクルが繰り返される。しか
し、POSを通したときに商品が、いつ納入され
てきた商品なのか不明なため、売り場に残って
いる商品が、必ずとも販売期限に余裕がある商
品であるとは言い難い。そのため、鮮度チェッ
クが、毎日行われ、品質管理を行っている。鮮
度チェックはすべて人間の目で確かめるため、
多大な作業時間、鮮度チェックをする為の人員
の導入コスト、そして、人間の目で確かめる際
のミスが生じてしまう。また、これらのチェッ
クを行ったとしても、消費者に期限切れの商品
を売ってしまう可能性は捨て切れない。そこで、
賞味期限を管理し、その在庫を常に監視できる
システムが必要とされる。 

 
3．EAN-128を適用した在庫管理システムの提案 
本稿では、商品に在るバーコードに着目し、

そのバーコードに販売期限を付加する方法を提
案する。提案する方法で用いるバーコードは
EAN-128 であり、国際的な規格として用いられ
ている 3)。ここでは、この EAN-128を用いて販
売期限の管理を行う。本システムは、消費者が
品物を購入した時にレジで知らせるシステムで
はなく 4)、消費者に行き届く前に販売期限をチ
ェックし、使用者側に知らせるシステムを提案
する。図 1に提案するシステムを示す。 

 
図１．提案するシステムの流れ 

 

 
図２．EAN-128サンプル 

 
4．結果とまとめ 
 本稿で提案するシステムを、３台のコンピュータを用い
て、シミュレートすることで実証実験を行い、提案法の有
効性を確認した。今後の課題として、大規模な実証実験を
行い、提案法の有効性を確かめていく。 
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